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第６次東彼杵町総合計画
基本計画
（案）

令和６年２月
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医療・健康

基本計画の体系図

１
快適な暮らし
にぎわうまち

2033 年のひと・まちの姿基本理念 分　野 政　策

産業 農業

上下水道

町民主体の
地域づくり

都市計画・
景観保全

学校教育

行財政運営

多文化共生

保健　医療
福祉

自然環境
都市基盤

教育　文化
スポーツ

交流
移住　定住

生活環境

共生　協働

行財政

２
豊かなこころ
温かいまち

３
つながるひと
持続するまち

１

９

５

13

18

21

26

23

ず
っ
と
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続
け
た
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ち
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く
り

〜
こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
〜

基本計画は、基本理念、2033 年のひと・まちの姿にもとづいて分類を行い取り組みを進
めます。
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地域福祉 高齢者福祉 障がい福祉 子育て・
児童福祉

政　策

林業・
水産業

循環型社会

移住・定住

住宅整備

生涯学習・
家庭教育

商工業

交通安全

     情報発信・
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交通・港湾
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土地利用の見通し
将来にわたって持続可能なまちづくりを見据えて、土地の使い方の方針を以下の通り設

定します。

にぎわい創出地区

産業・住宅整備地区 集落・自然共生地区

居住・生活地区

地域連携交通軸広域交通軸

生活を支える機能の整備により快適性や利便性の向
上を図るとともに、商業の振興や観光・交流を推進し、
にぎわいを創出します。

自然環境や周辺の環境、農業振興等に十分配慮しな
がら、企業の誘致や新たな居住地区の整備を推進し
ます。

九州自動車道の東そのぎインターチェンジや大村湾
サービスエリアなど地域との結節点を活用し、広域
的な産業・文化・観光等の交流に資する軸の形成を
図ります。

道路の計画的な改良により、効率的で機能的な道路
ネットワークの形成を図ります。また、既存の公共
交通の利便性向上を始めとした交通ネットワーク整
備を図ります。

自然環境の調和に留意しながら地域の特性に応じて、
居住機能や文化・行政等の都市機能の集積により、
総合的な整備を図ります。

居住・生活地区との移動利便性を確保しながら、自
然と共生する集落環境と豊かな森林・緑地の適切な
保全と管理に努めます。
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土地利用の見通し
将来にわたって持続可能なまちづくりを見据えて、土地の使い方の方針を以下の通り設

定します。

にぎわい創出地区

産業・住宅整備地区 集落・自然共生地区

居住・生活地区

地域連携交通軸広域交通軸

生活を支える機能の整備により快適性や利便性の向
上を図るとともに、商業の振興や観光・交流を推進し、
にぎわいを創出します。

自然環境や周辺の環境、農業振興等に十分配慮しな
がら、企業の誘致や新たな居住地区の整備を推進し
ます。

九州自動車道の東そのぎインターチェンジや大村湾
サービスエリアなど地域との結節点を活用し、広域
的な産業・文化・観光等の交流に資する軸の形成を
図ります。

道路の計画的な改良により、効率的で機能的な道路
ネットワークの形成を図ります。また、既存の公共
交通の利便性向上を始めとした交通ネットワーク整
備を図ります。

自然環境の調和に留意しながら地域の特性に応じて、
居住機能や文化・行政等の都市機能の集積により、
総合的な整備を図ります。

居住・生活地区との移動利便性を確保しながら、自
然と共生する集落環境と豊かな森林・緑地の適切な
保全と管理に努めます。

5

快適な暮らし　にぎわうまち

産　業

自然環境　都市基盤

生活環境
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 米や茶、肉用牛、イチゴやアスパラガス、みかんやびわなど、町内では様々な農
業が営まれています。

● 担い手の高齢化と後継者不足が進んでおり、耕作放棄地も増加しています。
● 道の駅などでは町内で生産された農産物が並び、大きな賑わいが生まれています。
● そのぎ茶のブランド化をはじめ、農産物を町内外に知ってもらえるような取り

組みが始まっています。

適切な農地管理のもとで効率的な農業を営むことができ、
自然の恵みを地域のみんなで分かち合えるまちになっています。

農
業
農
業

農地の担い手等への集積率新規就農者延べ人数

政  策

１

3924 %人 %人 5045
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
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効率的な農業経営を推進します

農地を適切に管理します

「農」との新たな関わりをつくります

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶町内の加工・販売を行う事業所等と連携
し、６次産業化を推進します。

▶農地や農業に関する情報を提供します。

▶農 地 の 所 有 者 の 利 用 意 向 や 現 状 を 把 握
し、活用の方針を明確にします。

▶商品開発やデジタル技術の導入など、農に
関する新たな取り組みを支援します。

▶交付金や助成制度を活用し農業法人や半

農半 X、町民農園など、様々な自然と関

わる機会づくりの支援を行います。

▶農業を営む経営体の実情に応じた柔軟な
支援や、低コスト化へ取り組む経営体へ
の支援を充実させます。

▶農業振興地域の見直しや補助制度等の活
用を推進し、適切な農地の維持と地域で
の生産活動の振興を行います。

●地域で担い手への農地集約を進め
ましょう。

●農業のこれからについて、地域で
話し合ってみましょう。

●農業への新規参入者を支えましょう。

●農業体験などのイベントを企画しま
しょう。

●自然とともにある暮らしを大切にしま
しょう。

●効率化や低コスト化など、農業に
関する様々な情報を集めましょう。

●地域全体で、農地を適切に管理し
ましょう。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

用語解説

半農半 X 生活の半分を農業、もう半分を自分のやりたい仕事などを組み合わせながら生計を立て、生活するライフ

スタイルのこと。X は会社員や自営業など、人それぞれのやりたい仕事などが当てはまる。
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 林業・水産業ともに担い手不足が進んでいます。
● 放置森林が増加しており、適切な管理をしていく必要があります。
● 針広混交林化など、災害に強い山林化に取り組んでいく必要があります。
● 安定した漁場の確保に向けた放流事業や環境保全が必要です。

木のぬくもりや海の豊かさを感じながら、
持続可能な林業・水産業を営むことができるまちになっています。

林
業
・
水
産
業

林
業
・
水
産
業

漁業協同組合員数（正組合員・准組合員合計）市町村森林経営管理事業累計施業面積

政  策

２

4414.7 人ha 人ha 3490.0
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
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森林と施業環境を維持します

森林管理を適切に行い災害に強い山林をつくります

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶放置竹林や里山整備について考え、取り

組む地域活動を支援します。

▶林業経営体と連携し、山林に関する情報

共有や町直営林の集約化を推進します。

▶林業経営体の施業面積拡大や、間伐を計

画的に行うため、森林環境譲与税等を有

効に活用します。

▶間伐材や県産材を積極的に活用し、木育

事業や公共施設への使用を通して、森林

環境税への理解や啓発を行います。

▶森林の多面的機能を維持し、安定した生

産性が保てるよう、適切なゾーニングを

行います。

●森林環境税について理解を深めま
しょう。

●地域の団体や活動を通して、里山保全
や鳥獣害防止に取り組みましょう。

●私有林や人工林を適切に管理しま
しょう。

取り組み

取り組み

１

２

用語解説

針広混交林

市町村森林経営管理事業

林業経営体

針葉樹と広葉樹がバランスよく混ざった森林のこと。森林を構成する樹木や植物の種類が豊富に

なることで、樹木の伐採時期がずれるだけでなく、土砂の流出や地力低下の防止にも利点がある。

手入れの行き届いていない森林のうち、林業経営に適さない森林を、管理しやすく健全な状態の

森林へとしていくため、市町村が間伐等を行う事業。

自己又は他人の保有する森林において、木材等の生産のために、森林の造成や管理等の林業生産

活動をしている組織（組合や会社、個人経営など）のこと。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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豊かな漁場を守ります

林業・漁業の担い手を育成します

▶海 底 耕 う ん や 放 流 事 業 へ の 支 援 な ど、

持続可能な漁場づくりを推進します。

▶林 業・ 漁 業 関 係 者 と 連 携 し、 担 い 手 確

保に向けて広報・啓発を行います。

▶省 エ ネ や 効 率 化 を 図 る た め の 機 械 等 の

導入について、支援体制を整備します。

▶漁 業 協 同 組 合 な ど、 関 係 団 体 と の 連 携

を強化します。

▶特 産 品 の 開 発 や 地 域 特 性 を 活 か し た ブ

ランド化を推進します。

●環境に配慮した漁業活動を行いま
しょう。

●林業や漁業の恩恵が、身の回りの
どこに生かされているのか調べて
みましょう。

取り組み

取り組み

３

４

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

用語解説

海底耕うん 海底の土をかくはんすること。海底の土や堆積物をかき混ぜ、硬くなった土や泥・砂を掘り起こすことで、

土の中の栄養を海に放出し、生き物が生息しやすい環境をつくる。
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

● 新規店舗数が増加していますが、依然として空き店舗が多くなっています。
● 町内での消費を促進するとともに持続的な事業経営に向けた支援が必要です。
● 町内にある工業団地は企業立地が進み、就業の場となっています。
● さらなる雇用の創出に向けて、新たな企業の誘致に向けた検討が必要です。

町内の商工業が地域の経済の基盤となり、
「こんな働き方がしたい！」が叶うまちになっています。

商
工
業

商
工
業

政  策

３

成果指標

令和４（2022）年度 令和４（2022）年度

商工会員数 年間新規創業者数

令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
213 ６人 人

※平成 26 年〜令和４年の累計値の平均

人 人240 ８
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将来にわたってにぎわうまちをつくります

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶町内の事業者に対し商工会等と連携し、
事業者ニーズの把握に取り組みます。

▶商工会や金融機関と連携し、町内での事
業の継続や承継等の相談支援や経営安定
化に向けた指導を行います。

▶地域内の消費喚起に向け、インセンティ
ブの設定について検討します。

▶商店が集積するエリアを中心に、店舗相
互のネットワークづくりによる一体的な
PR などを行います。

▶サテライトオフィスの整備など、柔軟な働
き方に対応した環境整備を推進します。

●町内にあるお店を積極的に利用し
ましよう。

●同業種だけでなく、商工・農林な
ど町内の事業者の幅広いつながり
を構築しましょう。

取り組み

１

用語解説

インセンティブ

サテライトオフィス

「動機」「刺激」の意味。この項目においては、限られた地域内での経済の活性化を目的として、商

品券や決済システムなどにプレミアムを付けたりポイントの還元を行う取り組みのこと。

企業の本社・本拠地から離れた場所に設置する小規模なオフィスのこと。

▶町内企業従事者や事業者等と町民や有識
者を交えた交流会を開催します。

▶町内企業に関する情報や町内で働く“人”
に着目した情報を発信し、町内の商工業
の魅力化に取り組みます。

商工業の魅力化と就業支援を進めます

●町内にはどんな仕事があるのか、興
味を持ちましょう。

●町内で働く人との交流機会に参加
し、理解を深めましょう。

●商工会等が行う講座に積極的に参
加しましょう。

取り組み

２

▶町内企業に就職する町民に、奨学金返済
アシスト事業などの支援を検討します。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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新たな企業の誘致を進めます

▶新規工業用地の造成に向けて、町民や地

域とともに検討を進めます。

▶多様な商品を取り扱う商業施設や工業施設

の誘致に向けて、県と連携した PR や優良

企業に対するアプローチを進めます。

▶新たな進出企業への支援制度の充実を図

ります。

取り組み

３

起業・創業を支援します
取り組み

４

▶空き店舗の活用に関する支援制度をはじ

め、起業・創業のための支援の充実を図

ります。

▶民間事業者と協力し、既存の事業用物件

の設備の確認・整備を行いながら、物件

を探しやすい環境をつくります。

▶町内で起業・創業した事業者へのヒアリ

ングを通して課題や可能性を把握し、「起

業しやすい土壌づくり」と「起業しやす

いまち」としての PR を進めます。

●町内で起業・創業した人を応援し
ましょう。

●新たに進出する企業について、行
政からの情報を把握しましょう。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと



15

次ページの用語解説

グリーンツーリズム

インバウンド

二次交通

緑豊かな農村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しむ、滞在型の余暇活動のこと。

外国人が訪れる旅行のこと。日本の場合、訪日外国人旅行または訪日旅行という。

拠点となる鉄道の駅等から観光地・目的地までの交通のこと。
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

● そのぎ茶文化や茶畑の景観を活かした体験型旅行や、グリーンツーリズムの取
り組みが生まれ、東彼杵町ならではの観光資源となっています。

● 新型コロナウイルス感染症の拡大にともない、全国的に縮小傾向だった観光業
も、全国旅行支援やインバウンド需要の高まりなどにより回復が見られます。

東彼杵町らしさを活かしたおもてなしやまちづくりへの
参加型の観光体験を通して、心の満足感を提供できるまちになっています。

観
光
観
光

政  策

４

令和 15（2033）年度

成果指標

令和４（2022）年度

道の駅彼杵の荘　レジ通過者数

364,488 人 人450,000
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“ おもてなしのまち ” をまち全体でつくります

東彼杵町らしさを強みにした観光の取り組みを進めます

観光客を受け入れる体制を整えます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶地域の資源を来訪者に伝えることができる
よう、まちの魅力を町民に向けて発信し、
おもてなしの機運を高めます。

▶事業所や地域の希望に合わせて、そのぎ茶に
ついてレクチャーを行う講師を派遣します。

▶既存の施設だけでなく、空き店舗等を活
用した交流の場づくりを進めます。

▶地 域 の 資 源 や 町 内 で の 消 費・ 購 買 を 含
めた「楽しみ方メニュー」を構築します。

▶お茶を活用した観光振興を進める自治体の事
例を収集し、新たな事業について検討します。

▶公共交通やタクシー、自転車等の２次交
通網を強化し、町内周遊を促します。

▶案内表示の多言語化など、インバウンド
にも対応できる環境整備を進めます。

▶持続可能なイベントを町民や地域と連携
し企画・運営し、幅広い世代の方が町内
へ訪れる目的づくりを推進します。

●地域の魅力について、周りの人に
伝えたり、発信してみましょう。

●身近な地域資源を活かして、人が
行き交う活気あるまちをつくりま
しょう。

●そのぎ茶をはじめ東彼杵町の特産
品を積極的に PR しましょう。

●訪れた人だけでなく、地域で暮ら
す人や自分自身も楽しいと思える
コンテンツをつくりましょう。

●地域の清掃活動や美化活動に参加
し、美しい環境を保ちましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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都
市
計
画
・
景
観
保
全

めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 環境や町民の意見を考慮しながら、農地等の有効活用など土地利用の見直しや
コンパクトシティの形成に向けた取り組みが必要です。

● 美しい景観を将来にわたって残していくため、景観保護の取り組みが必要です。
● 豊かな自然資源である水を守っていくために、計画的な河川の整備が必要です。

人と自然が共生する、
安全で美しい景観が保たれた暮らしやすいまちになっています。

都
市
計
画
・
景
観
保
全

令和４（2022）年度

景観法の制限に触れている建物

政  策

５

令和 15（2033）年度
０件 件０
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計画的な土地利用を推進します

美しい景観を守る取り組みを推進します

安全で美しい河川整備を進めます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶持続可能なまちづくりの視点に基づき、住

居や店舗、公共施設の再配置を進めるため、

都市計画マスタープランを見直します。

▶景観条例・景観計画に基づき、建物の色彩
等の指導を行います。

▶町民の生活や財産を水害から守るため、
河川の整備・治水対策を進めます。

▶地域における河川の美化活動や水辺の環
境保全の取り組みを支援します。

▶地 域 の 拠 点 を 中 心 と し た コ ン パ ク ト シ
ティのあり方について、検討を進めます。

▶自然と共生する景観の保全と活用を、町
民や関係団体と協働で推進します。

●まちの機能のこれからについて、地
域と行政で協議しましょう。

●地域の草払いなど、清掃活動に協
力しましょう。

●建物の建設や屋外広告物を設置する際
には、周囲の景観に配慮しましょう。

●ゴミのポイ捨てや川や海を汚すも
のを流さないようにしましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

用語解説

コンパクトシティ 住まいや商業施設、公共施設等などの生活機能を集約化し、町内を公共交通機関等で結ぶことで、都

市機能を持続可能なものとしていく取り組みのこと。

●東彼杵町都市計画マスタープラン　●東彼杵町景観計画関連する計画

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 町内には公営住宅・特定優良賃貸住宅・地域活性化住宅があり、一部は老朽化が
進んでおり、長寿命化や集約化など適正な管理が必要です。

● 空き家の増加や荒廃が進んでおり、居住地区の有効活用に向け、適正な管理や
新たな居住環境の整備が必要です。

安全な居住環境が整備され、誰もが安心して暮らしています。

住
宅
整
備

住
宅
整
備

令和４（2022）年度令和４（2022）年度

空家等管理活用支援法人指定数町営住宅入居率

政  策

６

令和 15（2033）年度令和 15（2033）年度
０89.2 件％ 件％ １91.0
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町営住宅の維持・管理を行います

空き家の管理と効果的な活用を進めます

新たな居住環境の整備を進めます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶町営住宅の適正な維持・管理に努め、長

寿命化を図ります。

▶町内の空き家・空き地の適正管理につい

て啓発を行います。

▶町内の利便性の良い地区での居住環境の

整備を促進するため、民間による宅地造

成等に関する支援を行います。

▶公募情報の公開や公募サイクルを早める

など、空室の解消に向けて取り組みます。

▶居住環境の整備のため、民間との連携に

よる空き家の活用を促進します。

●不安な状態の空き家があれば、行
政に相談しましょう。

●新たな土地開発で気になることが
あれば、行政に相談しましょう。

●町営住宅においては、敷地内の共
有スペースの美化に努めましょう。

●持ち家や土地などの将来について、
家族で話し合いましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

●公営住宅長寿命化計画　●公共施設等総合管理計画　関連する計画

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

用語解説

空家等管理活用支援法人 行政と連携し、所有者に対して空き家の管理や活用に向けた助言や相談を行ったり、定

期的な管理を行ったりする法人。空き家等の管理や活用に取り組む民間の法人（NPO、

一般社団法人、その他）が指定を受けることができる。
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● インクルーシブ遊具を備えた公園の整備など、だれもが使いやすい公園の整備
が進んでいます。

● 公園内の歩道やトイレなどの設備について、計画的な整備が必要です。
● 町内の公共用地については、定期的な除草作業が必要です。

適正な管理のもと公園が整備され、
様々な世代が憩う緑豊かなまちになっています。

公
園
整
備
・
緑
化

公
園
整
備
・
緑
化

令和４（2022）年度令和４（2022）年度

公園に関する苦情の件数シーサイド公園利用者数

政  策

７

令和 15（2033）年度令和 15（2033）年度
127,965 件/年人 件 /年人 ６9,000
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安心して遊べる公園をつくります

誰もが公園を訪れることができる環境をつくります

まちの緑を維持・管理します

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶遊具の定期的な点検と清掃を行います。

▶バリアフリートイレの設置など、誰もが

使いやすい施設の整備を進めます。

▶町民の身近な場所で緑を感じられるよう、

公共施設の緑化や適切な管理を行います。

▶緑化についての広報を進め、地域と協働で

の緑化活動を進めます。

▶地域と協力して公園の維持・管理に努めます。

▶居住地区の整備等を進める際には、公園

や緑地を設置するなど、ゆとりある環境

づくりに努めます。

▶公 園 内 で の イ ベ ン ト な ど、 町 民 主 体 の
企画を積極的に支援します。

●マナーを守って、地域の公園を積
極的に利用しましょう。

●地域の公園で誰もが楽しめるイベ
ントを企画してみましょう。

●地域の緑化活動に積極的に参加し
ましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

用語解説

インクルーシブ遊具 障がいの有無等に関わらず、多くの子どもたちが遊ぶことができるよう設計された遊具。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 町内の道路や橋梁については、町民の協力を得ながら計画的な補修工事を行っ
ていますが、歩道がない区間や細い区間など、危険な箇所もあります。

● 町営バスは地域の要望に合わせて路線の変更やバス停の増設を行っています
が、利用者の減少が進んでいます。

● 東彼杵漁港（音琴・千綿・里）・彼杵新港は、それぞれ漁港・公共埠頭として
機能しており、 防波堤等の公共施設の定期的な保全工事を行っています。

人も車も、誰もが安心して移動できる、
人々が行き交い、交流が生まれるまちになっています。

道
路
・
交
通
・
港
湾

道
路
・
交
通
・
港
湾

政  策

８

令和４（2022）年度 令和４（2022）年度

道路改良率 Maas の導入

令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
32.3 未実施％ ％33.3 導入
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安全な道路環境の維持・管理を進めます

多様な交通手段の検討と利用促進を進めます

港湾施設の整備を推進します

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶町内の道路整備を町民との協働で進め、歩
行者・自転車・自動車、その他の通行にお
いて、安全で安心できる道路をつくります。

▶利用ニーズに合わせて、町営バスの運行
体系や時刻の見直しを行います。

▶県の事業を活用しながら、防波堤等の公

共施設の整備を行います。

▶デマンド交通の導入により、ニーズに応じ
た効果的な交通体系を確保します。

▶地域や事業者と協力した輸送システムに
ついて、検討を進めます。

▶免許の自主返納や町営バスの利用促進に
関する情報提供を行います。

▶県や関係市町と連携して「東彼杵道路」
の早期実現に向けて働きかけます。

●行政と協働で、地域の道路の維持・
管理を行いましょう。

●地域の道路で危険な箇所があれば、
行政に報告しましょう。

●身近な公共交通機関を積極的に利
用しましょう。

●地域公共交通活性化協議会などを
通して、地域の交通の将来につい
て考えてみましょう。

●それぞれの港湾が機能するよう、適
切な利用を心がけましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

用語解説

東彼杵道路

Maas

デマンド交通

東彼杵町と佐世保市を結ぶ計画の高規格道路。国土交通省や県によってルートなどの検討が行われている。

Mobility as a Service（サービスとしての移動）の略。一人ひとりの移動ニーズに対し、複数の公共交通等

最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスのこと。

利用者が予約をし、指定された時間に指定された場所へ送迎する交通サービスのこと。

●東彼杵町地域公共交通計画  ●東彼杵町橋りょう長寿命修繕計画  ●東彼杵町漁港機能診断保全計画関連する計画

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 上下水道の施設の老朽化が進んでおり、計画的な更新が必要です。
● 整備・点検などの知識や技術力を備えた職員の確保が必要です。
● 災害時でも確実に給水ができるよう、施設の防災対策を行う必要があります。
● 効率的で持続的な上下水道事業に向けて、近隣市町との連携が必要です。

大村湾をはじめ美しい水辺の環境が保たれ、
「安心して飲めるおいしい水」を使い続けられるまちになっています。

上
下
水
道

上
下
水
道

令和４（2022）年度 令和４（2022）年度

上水道有収率 下水道普及率

政  策

９

令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
73.0 88.7％ ％％ ％85.0 90.0
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適切に上下水道を利用できる環境を整えます

水道施設や汚水処理施設等の維持・管理を行います

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶上下水道の利用に関する情報や汚水処理
施設への接続について広報を進めます。

▶県等の事業を参考に、汚泥処分のコスト
を 抑 え る 方 法 に つ い て 検 討 す る と と も
に、下水汚泥の堆肥化を進めます。

▶各種施設の正しい管理方法の共有や災害
時・事故対策の充実など、適切に管理が
できるようにします。

▶合併浄化槽設置に関する補助事業を必要
に応じて実施します。

▶近隣自治体との連携のもと、維持管理の
コスト縮減を進めます。

▶上下水道使用料が適正な価格となるよう
努めるとともに、手続きの利便性向上に
取り組みます。

●上下水道事業について理解を深め
ましょう。

●施設や機器の故障につながるような
異物を流さないようにしましょう。

●節水を心がけ、水道水を大切に利
用しましょう。

●水辺の環境に興味を持ち、地域の環境
美化活動に参加しましょう。

取り組み

取り組み

１

２

用語解説

合併浄化槽

上水道有収率

下水道普及率

トイレや台所、洗面台など、家庭から排出される生活排水を一括して浄化し、きれいな水にして放流する

設備のこと。トイレからの排水（し尿）のみを浄化する単独浄化槽よりも、環境への負荷が少ない。

浄水施設から送り出す水の量に対して、水道料金の収入の対象となった水の量の割合。消防用水や漏水な

どが多いと数値は低くなり、数値が高いほど上水施設や給水施設が効率よく機能している。

総人口に占める下水道（公共下水道、農業及び漁業集落排水、合併浄化槽）を利用できる人口の割合。

●東彼杵町水道事業経営戦略　●大村湾流域別総合管理計画　●東彼杵町公共下水道事業計画

●東彼杵町公共下水道事業ストックマネジメント計画　●東彼杵町集落排水施設最適整備構想
関連する計画

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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循
環
型
社
会

めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 循環型社会の実現に向けて、ごみの排出量削減やリサイクルの推進に取り組ん
でいく必要があります。

● 脱炭素社会の実現に向けて、再生可能エネルギーや省エネルギーについて普及・
啓発と推進が必要です。

ごみの減量やリサイクルに積極的に取り組み、
再生可能エネルギーを活用するなど、環境に優しいまちになっています。

循
環
型
社
会

１人あたりのごみ排出量

政  策

10

693.6g/日 g/ 日479.2
令和４（2022）年度 令和 15（2033）年度
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地域と協力した環境美化の取り組みを進めます

循環型社会の形成に向けて取り組みます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶地域と協力し、ゴミの減量や・分別、リサ
イクルや不法投棄の防止に向けた啓発活動
を行います。

▶太陽光発電システムを始めとした再生可
能エネルギーの導入を周辺環境に十分配
慮のうえ推進します。

▶自然環境の大切さを伝えるため、学校等

での教育を充実させます。

▶生ゴミの堆肥化など、身近な場所ででき
る資源の再利用について、情報発信に努
めます。

▶公共施設の照明や防犯灯の LED 化など
の省エネルギー化に取り組みます。

▶河川の水質調査等を行い、地域環境の実

態の把握と保全に取り組みます。

●ゴミの分別や減量、リサイクルに
取り組みましょう。

●生活用品を購入する際には、環境に
配慮したものを選びましょう。

●地域の自然環境の大切さを知り、保
全活動に協力しましょう。

取り組み

取り組み

１

２

用語解説

循環型社会 ゴミの発生を抑え、資源の循環的な利用や適正な処理を行うことによって、限りある天然資源の消費を抑

制し、環境への負荷をできる限り低減する社会。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

●人を優先する交通安全の考え方の普及や地域ぐるみの交通安全対策の強化な
ど、データ放送や情報提供システムでの配信を行っています。

●見通しの悪いところや通学路など、町内の危険な場所の改善のため、地域と連
携した把握と適切な整備が必要です。

だれもが安心して通行できる道路・歩道が整備され、
地域ぐるみで交通安全が守られているまちになっています。

交
通
安
全

交
通
安
全

年間負傷者数年間交通事故死者数

政  策

11

430 人人 人以下人 30０
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
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だれもが安全に通行できる交通環境をつくります

交通安全の意識を育みます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶地 域 団 体 と 連 携 し、 通 学 路 等 の 危 険 な

箇所の見守りや解消に取り組みます。

▶交 通 安 全 週 間 中 の 啓 発 や 警 察 が 実 施 し

ている相談窓口の周知を進めます。

▶県 や 警 察 と 連 携 し、 高 齢 者 の 運 転 講 習

を実施します。

▶自 転 車 の ヘ ル メ ッ ト 着 用 や 高 齢 者 の 免

許 返 納 な ど、 交 通 安 全 に 関 す る 情 報 発

信を行います。

▶視認性の悪い箇所や交差点等へのカーブミ

ラーや注意喚起の標識設置を進めます。

●危険な箇所があれば、行政に報告
しましょう。

●交通ルールを守りましょう。

●地域の子どもの登下校の見守り活
動に参加しましょう。

●車を運転するときには、歩行者や
物陰からの飛び出しに特に注意し
ましょう。

取り組み

取り組み

１

２

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

●東彼杵町交通安全計画関連する計画
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 全国的に豪雨による水害などの災害が激甚化しています。
● 災害に強いまちづくりを進めていくために、地域や一人ひとりの防災意識の向

上が必要です。
● 多様化する犯罪に町民が巻き込まれないよう、防犯対策の推進や啓発が必要です。

一人ひとりの生命や財産を守る体制が一層強化され、
だれもが安心して暮らせる平和で安全なまちになっています。

消
防
防
災
・
防
犯

消
防
防
災
・
防
犯

犯罪認知件数消防団員数

政  策

12

16330 件人 件以下人以上 15300
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
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防災対策を充実させます

災害に強い地域づくりを進めます

防犯対策を充実させます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶災害発生時に迅速な対応が取れるよう、関
係機関や庁内の連携体制を強化します。

▶消 防 団 活 動 の 効 率 化 や 見 直 し を 行 い、
負担の少ない活動を推進します。

▶街 灯 の 設 置 な ど の 環 境 整 備 を 進 め る と
と も に、 地 域 と 連 携 し た 子 ど も の 見 守
りなど、防犯活動を推進します。

▶消 費 者 生 活 や 防 犯 に 関 す る 正 し い 知 識
の啓発を進めます。

▶避 難 所 運 営 や 支 援 用 品 の 備 蓄 な ど、 災
害に備える取り組みを進めます。

▶町 民 向 け の 研 修 の 実 施 や 避 難 訓 練 を 通
して、防災意識の向上に努めます。

▶地 域 と 連 携 し て、 避 難 行 動 要 支 援 者 の
個別避難計画の活用を促進します。

▶町民に対する避難情報の伝達手段の拡充を
行うとともに、受信方法の周知を進めます。

●災害発生時に備えて、非常持ち出
し袋などの用意をしましょう。

●地域の避難場所や避難経路につい
て、日頃から確認しましょう。

●地域で子どもや高齢者の見守りを
行い、いざというときはためらわ
ず警察や行政に連絡しましょう。

●悪天候など災害が発生しそうなと
きには、行政からの情報を確認し
ましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

用語解説

避難行動要支援者の
個別避難計画

災害発生時に一人での避難が難しい人（避難行動要支援者）に対し、本人の同意のもと情

報を共有し、一人ひとりの避難先や避難方法等の計画を立てること。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

●東彼杵町地域防災計画関連する計画
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豊かなこころ　温かいまち

保健　医療　福祉

教育　文化　スポーツ

共生・協働
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 少子高齢化が進み、医療を受けるための費用が増えていくことが考えられます。
● 食生活改善推進員や健康づくり推進員を配置し、健康的な生活に向けた啓発を

行っています。

子どもから高齢者まで、自ら健康づくりに取り組み、
元気に地域活動に参加できる長寿のまちになっています。

医
療
・
健
康

医
療
・
健
康

令和４（2022）年度令和４（2022）年度

特定健診受診率健康寿命

政  策

13

令和 15（2033）年度令和 15（2033）年度
62.4

80.2 81
84.9 85 ％

男性 男性

女性 女性

歳 歳

歳 歳 ％70.0
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一人ひとりの健康意識を高めます

町民の健康を支援する体制を充実させます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶食や健康に関する講座やウォーキングイベ
ントなどを開催するとともに、食生活改善
推進員への活動を支援します。

▶子どもから高齢者まで様々な年代に対し、
ライフステージに応じた健康・栄養相談を
実施します。

▶専 門 職 を 配 置 し た 健 康 相 談 窓 口 で の 相
談・支援を行い、保健事業の充実に取り
組みます。

▶誰もが悩みを抱え込まないよう、心の健
康づくりや相談体制の充実を図り、自殺
予防に取り組みます。

▶多様な世代が健康づくりに取り組めるよ
う健康アプリの普及啓発やトレーニング
室の利用を推進します。

●バランスの良い食事や意識的に体
を動かすなど、健康への取り組み
を実践しましょう。

●悩みごとや困りごとは、抱え込ま
ず周囲や窓口に相談しましょう。

取り組み

取り組み

１

２

用語解説

食生活改善推進員 「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、食を通した健康づくりに関する啓発や講座などを行

うボランティア。

地域住民の健康づくり推進のため、地域の実情に応じた健康づくりの実践と啓発活動を行うボラ

ンティア。

医療・介護・予防・住まい・生活支援が互いに連携し、医療や福祉・介護が必要な状態になっても、

可能な限り住み慣れた地域で自立した生活を続けることができるよう支援を行うこと。

健康づくり推進員

地域包括ケア

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

▶医療・介護・福祉の連携による地域包括

ケアを推進します。
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疾病の早期発見・早期治療と健康指導を推進します

▶特定健診・がん検診・歯周病検診等の各種
検 ( 健 ) 診を実施するとともに、目的や必
要性を発信し受診率の向上に努めます。

▶検診の結果を説明する機会を設け、精密
検査や治療が必要な場合は確実に医療機
関につなげる指導を行います。

●検診や病院受診がしやすい職場環
境の整備に努めましょう。

取り組み

３
行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

歯の健康づくりを進めます

▶幼児検診等において、ブラッシング等の
歯科指導を行い、定期検診の受診を勧め
ます。

▶こども園・小学校・中学校におけるフッ
化物洗口の実施を支援します。

▶歯の健康に関する啓発を行います。

▶歯周病検診を町内医療機関と連携し実施
します。

●日頃から丁寧なブラッシングを心が
け、定期的に検診を受けましょう。

●歯周病検診を受けましょう。

取り組み

４
行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

▶健診結果から、健康リスクの高い町民に対
して、疾病予防のための支援を継続的に
行います。

●健康づくり推進員をはじめ、地域全体
で各種検 (健 ) 診を推進しましょう。

●各種検（健）診を受け、生活習慣を
見直しましょう。

用語解説

特定健診 生活習慣病の予防のために、40 歳〜 74 歳の方を対象としたメタボリックシンドロームに

着目した健診。

内臓肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさることにより、心臓病や脳卒中など

になりやすい病態のこと。

一定の濃度のフッ化ナトリウムを含む溶液で 1 分間ぶくぶくうがいをすること。永久歯のむ

し歯予防対策として行われる。

メタボリックシンドローム

フッ化物洗口
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安心できる医療体制の構築に向けて取り組みます

▶近隣自治体と連携した、医療機能や水準

の維持活動に参画します

▶救急・休日・夜間における救急医療体制

を構築し、町民に情報を発信します。

●かかりつけ医を持ちましょう。

● AED の取り扱いや応急手当の方法
を学びましょう。

取り組み

５
行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

●健康ひがしそのぎ 21（第２次）●東彼杵町第２期データヘルス計画及び第３期特定健診等実施計画

●いのち支える東彼杵町自殺対策計画
関連する計画
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 社会情勢の変化に伴い、地域が抱える課題は複雑化・多様化しています。
● 制度や分野ごとの縦割りや「支え手」「受け手」といった関係を超えて、誰も

が支え合う社会、「地域共生社会」の実現に向けて取り組む必要があります。
● 制度の狭間や複合的な課題を抱える町民への支援のため、分野を超えた連携体

制を構築し、誰もが安心して暮らせる地域をつくっていく必要があります。

福祉の心を持って支え合い、
誰ひとり取り残さないやさしさあふれるまちになっています。

地
域
福
祉

地
域
福
祉

令和４（2022）年度

困りごと相談支援件数

政  策

14

令和 15（2033）年度
37 件 件20
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地域共生社会の実現に向けて取り組みます

困難を抱えている人への支援体制を構築します

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶分野ごとの福祉制度では対応が難しい複合
的な課題を抱えるケースに対応できるよう、
分野横断的な相談・支援体制を構築します。

▶生活困窮者やヤングケアラー、引きこも
り等の把握に努め、支援します。

▶地域での支え合いの関係づくりを進める
とともに、気づきから支援までがスムー
ズにつながるよう、情報共有に努めます。

▶福祉ボランティア等の地域の担い手を育
成するとともに、その活動を支援します。

▶困りごとを抱えたままにならないよう、

相談支援の充実や相談支援を行う職員の

資質向上に努めます。

●あいさつや世間話ができるような、
地域での関係性を築きましょう。

●地域の民生委員・児童委員を知り、
困ったときには相談しましょう。

●周囲の人の変化に気づいたら、声
をかけ相談窓口につなぎましょう。

●地域内での集まりや活動など、身近な
場所での相談機会を増やしましょう。

取り組み

取り組み

１

２

用語解説

ヤングケアラー 本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話、介護などを日常的に行っている子どものこと。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 高齢化が進み、支援を必要とする高齢者は今後も増加が見込まれます。
● 住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、地域包括ケアシステムの深

化・推進が必要です。
● 高齢者一人ひとりの健康寿命の延伸や重度化防止のために、町民主体の健康づ

くりや介護予防の推進が必要です。

高齢者やその家族が
地域でつながりを持ちながら、元気に暮らすまちになっています。

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

令和４（2022）年度

運動型自主グループ取り組み団体数健康状態がよい自覚のある高齢者

政  策

15

令和 15（2033）年度
75.3％ 現状維持

令和４（2022）年度 令和 15（2033）年度
12 団体 団体18
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高齢者が地域で活躍できる環境をつくります

介護予防や認知症予防の取り組みを推進します

介護サービスの維持と医療・介護の連携を強化します

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 中 心 と し
て、生活支援サービスの整備や高齢者の
活動の場の担い手を養成します。

▶介護予防に関する活動や事業について、情
報を発信するとともに、活動を支援します。

▶介護サービスに関する情報提供のほか、
アドバンス・ケア・プランニングについ
て普及・啓発を進めます。

▶持続可能な介護保険サービスの提供に向
け、ケアマネジャーや事業者の資質向上
に務めるとともに、保健・医療・介護・
福祉関係者の連携を強化します。

▶地域での多様な活動の立ち上げの支援や
活動の継続支援を行います。

▶地域での認知症への理解を深めるとともに、
本人とその家族への支援を充実させます。

●仕事やボランティア活動、趣味や運
動といった生きがいを持ちましょう。

●通いの場などに積極的に参加し、介
護予防に努めましょう。

●地域全体で高齢者の声かけや見守
りを行いましょう。

●介護サービスや在宅医療について知
識を深め、正しく利用しましょう。

●介護に関わる人達のネットワークを
構築し、情報共有に努めましょう。

●幅広い世代が参加できる地域の活
動を展開しましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

用語解説

運動型自主グループ

アドバンス・ケア・プランニング

介護予防のための運動（いきいき百歳体操等）を週に１回以上取り組んでいる住民主体の団体。

将来の変化に備え、医療及びケアについて、 本人を主体に、家族や近しい人、医療・ ケア

チームが、話し合いを行い、本人による意思決定を支援する取り組みのこと。

●東彼杵町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画関連する計画

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 障がいのある人に対する差別解消や就労支援に向けて法整備が進んでいます。
● 障がいのある人や介助者の高齢化が進み、将来の生活に不安を抱えるケースが

生じています。
● 障がいのある子どもが、適切な支援を受けながら健やかに育つ環境づくりに取

り組む必要があります。

障がいの有無に関わらず互いに人格や個性を尊重し合い、
自立した生活を送るために地域全体で支え合うまちになっています。

障
が
い
福
祉

障
が
い
福
祉

障がい児相談支援事業就労移行支援利用者数

政  策

16

２ 12人/月 人 /月人 /月 人 /月４ 16
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
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障がいのある人が安心して地域で暮らせる体制をつくります

障がい福祉サービスを適切に提供します

療育・教育環境を整備します

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶障がいについての理解を深める福祉教育

を推進します。

▶障がいのある人が適切な支援を受けること

ができるサービス提供体制をつくります。

▶教育分野等と連携し、障がい児の成長に応

じて切れ目のない支援を行います。

▶障 が い の あ る 人 が 地 域 で 活 動 で き る よ
う、文化芸術・スポーツ・地域活動など
の参加機会をつくります。

▶関係機関との連携した就労支援・相談支
援・権利擁護の充実を進め、障がいのあ
る人の地域生活を支援します。

▶乳幼児健診や巡回相談を通じて発達障が

い等の早期発見と早期支援に努めます。

●障がいや福祉についての理解を深
めましょう。

●サービス事業所は、支援体制の構
築に向けて、行政や関係機関と連
携しましょう。

●子どもの発達について気になるこ
とがあれば、関係機関に相談しま
しょう。

●障がい者スポーツなどを通して、地
域の交流機会をつくりましょう。

●障がい者雇用について理解を深め
ましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

●東彼杵町障害者計画　●東彼杵町障害福祉計画・障害児福祉計画関連する計画

用語解説

就労移行支援 障がいのある人が、働くために必要なスキルを身につけるトレーニングや、就職活動のサポートを受け

ることができる障害福祉サービス。
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子
育
て
・
児
童
福
祉

めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 人口減少・少子化が進み、出生数も減少傾向となっています。
● 共働き世帯が増加しており、働きながら子育てができる環境づくりが必要です。
● 安心して子どもを生み育てることができるよう、妊娠期から子育て期の切れ目

のない支援体制を構築していく必要があります。

子育て支援が充実した地域で安心して子育てができ、
親子が心豊かにのびのびと暮らすまちになっています。

子
育
て
・
児
童
福
祉

すくすくねんね年間利用者数

政  策

17

494 人 人800
令和４（2022）年度 令和 15（2033）年度



47

安心して生み育てられる環境を充実させます

妊娠から出産・子育ての切れ目のない支援体制をつくります

子どもの居場所をつくります

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶子 育 て 活 動 団 体 や ボ ラ ン テ ィ ア と 協 力
し、子育て世帯が情報交換や相談をしや
すい環境をつくります。

▶関係機関と連携し、母子保健の充実や相談、
各種検診の実施、不妊への支援など、産前か
ら子育てにわたる継続的な支援を行います。

▶子育てに関する制度や補助について、申
請がしやすい環境を整備します。

▶放課後児童クラブの充実だけでなく、子
どもに向けた学校や家庭以外の居場所づ
くりを進めます。

▶子どもの成長に応じた相談や交流、仕事
と子育ての両立支援に向けて、各種支援
やサービスの充実を図ります。

▶地域や家庭で協力して子育てをする意識
醸成のための情報発信や子育て支援セン
ターなどの周知に努めます。

●子どもの成長を地域で見守りま
しょう。

●事業所や関係団体は、行政と一体
となった支援体制づくりを進めま
しょう。

●地域で協力して、子どもたちの居
場所をつくりましょう。

●子育てに困ったときには、子育て
支援センター等に相談しましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

用語解説

すくすくねんね 東彼杵町が運営している子育て支援センター。育児相談や親子教室などを実施している。

●東彼杵町子ども・子育て支援事業計画関連する計画
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 学校施設の老朽化が進んでおり、長寿命化計画に基づいた施設の補修・改修が
必要です。

● 質の良い教育環境だけでなく、郷土愛を育む特色ある教育の充実が必要です。
● 情報教育や国際理解教育、キャリア教育など新しい時代を生きる力を身に付け

る教育の推進が必要です。
● 子どもたちの食への知識や関心を高めるための食育の推進が必要です。

子どもたちが郷土愛や生きる力を身につけるために主体的に学習し、
健やかな成長を地域全体で見守るまちになっています

学
校
教
育

学
校
教
育

令和４（2022）年度令和４（2022）年度

地域や社会を良くするために何かしてみたいと思う
生徒の割合（中学生）

小・中学生の全国平均並の学力の維持
（国語・算数（数学）２教科）

政  策

18

令和 15（2033）年度令和 15（2033）年度
103.0 60.1％ ％％以上を維持

全国平均以上を
維持95.0

※全国学力・学習状況調査結果の小中学生の全国平均正答率を 100% としたときの町の平均正答率 ※令和４年度全国平均 40.7%
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子どもたちが主体的に学ぶ環境をつくります

家庭や地域とともに育てる学校をつくります

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶ ICT 機 器 を 活 用 し た 学 習 を 推 進 す る な
ど、将来の変化に対応できる学習ツール
の検討と導入を行います。

▶学校運営協議会（コミュニティスクール）
において、めざす子ども像や学校運営に
ついて話し合います。

▶学 校 や PTA、 企 業 等 と 連 携 し、 職 場 体

験や家庭学習の機会を設けます。

▶国・県が実施する学力調査結果をもとに、
授業内容の改善に向けた研修を行います。

▶町独自の学力調査を実施し、子どもたちの
つまずきや苦手の解消につなげます。

▶一人ひとりの個性や能力を尊重し、生徒の
数に合わせた寄り添った「生きる力」をは
ぐくむ教育環境をつくります。

▶いじめや不登校といった課題を抱える子ど
もに寄り添い、解決に向けて教育相談体制
と子どものこころのケアの充実させます。

●自分のペースで、積極的に学びま
しょう。

●学校運営協議会で「めざす子ども
像」について協議しましょう。

●子どもの将来について、家庭で話
し合ってみましょう。

●家庭での学習時間をつくり、コミュ
ニケーションを取りながら学ぶ時
間を設けましょう。

取り組み

取り組み

１

２

用語解説

情報教育 情報についての知識、活用のしかたなどを幅広く身につける教育のこと。

文化や考え方など、双方の「違い」を理解し、相手を尊重することで相互理解の力を養う教育のこと。

一人一人の社会的・職業的自立に必要な能力や態度を身につけることで、仕事を始めとした将来の生き方

に対する考えを促す教育のこと。

地域や社会の実情に沿った学校となるようにしていく組織のこと。学校・保護者・地域が一体となって学

校の運営について協議を行う。

国際理解教育

キャリア教育

学校運営協議会

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

●地域や関係機関が協力して、身近な
場所で子どもたちが集まり学習や体
験ができる場所をつくりましょう。
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就学前教育を充実させます

▶遊びと学びの連続性、就学前後のギャッ

プを埋めるため、認定こども園等と小学

校の連携を推進します。

▶幼 児 が 豊 か な 心 を 育 む こ と が で き る よ

う、 地 域 と の 連 携 や 特 色 を 活 か し た 保

育・教育を推進します。

●子どもの発達や就学で気になるこ
とがあれば、関係機関に相談しま
しょう。

取り組み

３
行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

ふるさとへの愛着を育みます

▶地域や町民と関わりながら学ぶ機会をつ

くり、コミュニケーションを通じて郷土

愛を育みます。

▶自然や歴史、文化や地域の産業など、東

彼杵町でしか得られない学びの機会の充

実を図ります。

取り組み

４

▶職業体験などを通じて地域との交流を通

じたキャリア教育やふるさと教育を推進

します。

●地域や関係機関が連携し、地域の
ことや地域で働くことについて、学
び体験する機会をつくりましょう。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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子どもたちへの食育を推進します

▶給 食 時 間 で の 食 文 化 へ の 関 心 や 食 事 マ

ナーの啓発を進めます。

▶給食配膳表等の配布を通して、保護者への

食や学校給食に関する情報を提供します。

▶家庭での共食や食事を通じたコミュニケー

ションの大切さについて啓発を進めます。

▶地域の海産物や農産物を使用した郷土料理

を伝承し、地産地消や郷土愛を深めます。

●連絡帳や保護者会等の機会を利用
して子どもたちの学校生活につい
て把握しましょう。

●家族そろっての食事の機会をもち、
コミュニケーションを取りましょう。

取り組み

５

効率的で安全な学校のあり方について検討します

▶将来の学校のあり方を検討するため、小中

一貫教育制度検討委員会を設置します。

▶業務の明確化とデジタル化を進め、教育

の質の向上や教員のゆとりを確保します。

▶安全・安心で学校へ行きたいと思える環

境づくりに向けて、施設の維持と計画的

な更新を行います。

●家庭や地域で学校行事等に協力し
ましょう。

取り組み

６
行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

●東彼杵町教育大綱  ●東彼杵町教育要覧  ●健康ひがしそのぎ 21  ●東彼杵町学校施設長寿命化計画関連する計画
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 学校と地域が連携し、学年活動において保護者と子どもが時間を共有できる機
会を設けています。

● 地域との交流活動は増加傾向にありますが、参加する人材に固定化が見られます。
● 町民の生涯学習活動の場として、東彼杵総合会館などの社会教育施設の利用促進

を図る必要があります。

ともに学ぶことを通じて地域や家庭への愛着を深め、
生涯にわたっていきいきと暮らせるまちになっています。

生
涯
学
習
・
家
庭
教
育

生
涯
学
習
・
家
庭
教
育

令和４（2022）年度

生涯学習・体験講座の実施件数

政  策

19

令和 15（2033）年度
３講座 講座６
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幅広い世代が学べる機会を充実させます

身近な地域で学べる環境を整えます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶若い世代や子育て世代など、幅広い世代が
興味を持てる生涯学習の機会をつくります。

▶地域活動の拠点となる公民館での活動の

促進を図ります。

▶ SNS を通じて開催内容や活動の様子を
発信します。

▶地域のニーズに合わせた学習機会が提供で

きるよう、学習メニューの充実を図ります。

▶幅広い世代に図書室を利用してもらえる

よう、多様な情報を発信します。

▶学びたい人と、学んだ成果を活かしたい
人とのマッチングを行い、ともに学び合
う関係の構築をめざします。

▶子どもや若者世代が活動に主体的に参加
できるよう、地域学校協働活動の充実と
地域コーディネーターの育成を進めます。

▶オンラインでの開催など、時間の制約な
く学ぶ機会を充実します。

●何歳になっても学ぶ意識をもって、
興味・関心をきっかけに積極的に
学習の場に参加しましょう。

●一人ひとりの特技やノウハウを地
域の財産として認め合い、学ぶこ
との楽しさを共有しましょう。

●地域の公民館や図書室を積極的に
活用し、身近な場所で誰もが学べ
る環境をつくりましょう。

取り組み

取り組み

１

２

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

用語解説

地域コーディネーター 地域学校協働活動推進員。地域と学校が共同で行う取り組み（地域学校協働活動）に向けて、企画

や調整、学校と地域との情報共有、住民への呼びかけなどを行う。
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親子がともに学べる家庭教育の機会を充実させます

地域で子どもを育てる環境をつくります

▶ながさきファミリープログラムを活用し

た家庭教育講座を実施します。

▶ボランティアと連携した子どもの読書活動

など、魅力ある図書室づくりを推進します。

▶公民館等を活用し、親子共同体験や地域での

世代を超えた交流・活動の場をつくります。

▶子ども会の活動内容や活動単位の見直し

を行い、保護者の負担軽減と地域での子

育て活動を支援します。

▶家庭教育に関する情報提供や相談ができ

る人材を育成します。

▶家庭教育支援員の組織化を進め、各地域に

おいて活動ができる体制をつくります。

●保護者同士や地域とつながりをつ
くり、いざというときに相談でき
る関係を持ちましょう。

●地域で子どもを育てる意識を持ち、
あいさつや見守り活動を行いま
しょう。

●子育ての知識や子育て世代の価値
観への理解を深めましょう。

● PTA 活動やボランティア、地域の
行事に親子で参加しましょう。

●事業所等におけるワーク・ライフ・
バランスを推進し、男性の家庭参画
や適切な家庭での役割分担ができる
ようにしましょう。

取り組み

取り組み

３

４

用語解説

ながさきファミリープログラム 長崎県が実施する参加型学習プログラム。保護者等が子育ての悩みや体験についてワー

クショップを通して語り合うことで、共感やつながりをつくり、子育ての不安を取り除

くとともに、子育てのヒントを得られるように構成されている。

●東彼杵町教育大綱　●東彼杵町教育要覧　●東彼杵町公共施設等総合管理計画関連する計画

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 新型コロナウイルス感染症の流行等により、文化芸術活動・スポーツ活動にふ
れる機会が減少しています。

● 地域の伝統文化は、少子高齢化に伴う継承者不足が懸念されています。
● 総合型スポーツクラブは現在 11 種目が実施されていますが、参加者の減少が

進んでいます。

地域文化や芸術、スポーツ活動が盛んに行われ、
誰もが楽しみや生きがいをもてるまちになっています。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

スポーツ実施率文化活動の推進と地域文化の継承の満足度

政  策

20

23.29.9 ％％ ％％ 54.020.0
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
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子どもたちの文化・芸術・スポーツにふれる機会を充実させます

文化・芸術・スポーツを通して互いを尊重できる地域をつくります

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶幼少期から文化・芸術・スポーツに触れる

機会を設けるため、文化ホールでのイベン

トやスポーツイベントを充実させます。

▶文化・芸術団体やスポーツ団体と連携し、

地域学校協働活動における文化・芸術・

スポーツ体験の機会を提供します。

▶文化芸術団体やスポーツ団体が持続的な

活動ができるよう、後継者の育成や活動

の場の提供などの支援を行います。

▶音声ガイドや手話、SNS 等を活用して、障

がいのある方や外国人など、誰もが文化・

芸術にふれることができる環境を整えます。

▶年齢や性別、障がいの有無に関わらず、

誰もが文化・芸術・スポーツ活動に親し

み参加できる機会をつくります。

●地域や学校が連携し、子どもたち
に文化・芸術・スポーツを体験で
きる機会をつくりましょう。

●地域や関係団体が協力して、誰もが参
加できる文化・芸術・スポーツに関す
るイベントを企画しましょう。

取り組み

取り組み

２

１

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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文化・芸術・スポーツに触れる環境を整えます

まちの文化・伝統をまもります

▶文化ホールをはじめ、町内の社会教育施

設の計画的な改修を行います。

▶歴史民俗資料館を中心とした歴史公園に
おける体験学習コンテンツや交流の充実
を図ります。

▶利用者のニーズを把握し、町内のスポーツ
施設の改修や器具の配置を推進します。

▶公民館が地域の文化交流の拠点となるよ
う、 企 業 や 文 化 芸 術 団 体 に よ る ア ウ ト
リーチ活動を推進します。

▶アスリートとの交流機会やスポーツ能力
測 定 の 実 施 を 通 し て、 子 ど も た ち の ス
ポーツ意欲の醸成に取り組みます。

▶町が所有する文化財の適切な保存管理と

積極的な活用を推進します。

▶地域や企業・大学等と連携し、地域資源

を活かした体験コンテンツをつくります。

▶外部人材や専門機関のノウハウを積極的に

活用し、伝統芸能の保全団体の活動と文

化継承を支援します。

●伝統芸能をはじめとした郷土学習
の機会をつくり、地域学校協働活
動を推進しましょう。

●町内の社会教育施設や文化施設、
スポーツ施設を積極的に利用しま
しょう。

●地域の行事や祭りが継続できるよ
う、公民館や神社などの地域で集
まる場所の清掃を行いましょう。

●デジタル技術と伝統文化をかけ合
わせるなど、豊かな想像力で地域
資源の磨き上げを行いましょう。

取り組み

取り組み

３

４

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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だれもがスポーツを楽しめる機会を充実させます

▶関係機関と連携し、質の高い指導者の養

成を支援します。

▶部活動の地域移行に取り組みます。

▶総合型スポーツクラブの周知を進め、会員の

募集を行うとともに、それぞれの志向やレベ

ルに合わせた種目の追加や整理を行います。

●スポーツにふれる機会に参加し、運
動する習慣を持ちましょう。

●スポーツを通じて様々な人と交流
を深めましょう。

●スポーツの経験がある人は、経験
を活かして、指導などの主体的な
活動に参加しましょう。

取り組み

５

●東彼杵町教育大綱　●東彼杵町教育要覧　●東彼杵町公共施設等総合管理計画関連する計画

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 外国籍の方の定住や情報化・国際化が進み、身近な地域においても様々な文化
にふれる機会が増えています。

● 多文化共生社会の実現に向けて、地域での多文化に対する理解を深めるととも
に、外国人の生活にも対応した環境整備が必要です。

● 幼い頃からの国際感覚の醸成や異文化交流を通して、町民のグローバル意識を
高めます。

お互いの文化を認め合い、
国籍を問わず誰もが暮らしやすい多文化共生のまちになっています。

多
文
化
共
生

多
文
化
共
生

政  策

21

交流事業年間開催数友好都市締結数

００ 回都市 回以上都市 １１
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
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多文化共生のまちづくりを進めます

国際交流の機会を充実させます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶役場窓口での翻訳機の設置やホームペー

ジの多言語化など、外国籍住民への相談

体制や情報提供の充実を図ります。

▶そのぎ茶をはじめとした東彼杵町ならで

はの文化を通じた国際交流のプログラム

を充実させます。

▶やさしい日本語の普及・啓発を進め、町

内在住外国人が、町民と気軽に交流でき

る場を創出します。

▶外国籍住民の方にも配慮した災害対策を

進めます。

▶町内の小・中学生を対象とした国際交流

事業を実施します。

●地域において、外国籍の方も参加
できる交流機会をつくりましょう。

●世界の様々な文化や歴史を知り、理
解を深めましょう。

●やさしい日本語について理解を深
め、地域で困っている外国籍の方
がいれば活用しましょう。

取り組み

取り組み

１

２

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 性別や年齢、障がいの有無などで差別を受けることなく、個性と人権が尊重さ
れた共生社会に向けた取り組みが必要です。

● 男女があらゆる分野において参画し、責任を分かち合う男女共同参画社会の実
現に向けて、女性の活躍推進や固定的性別役割分担意識の解消が必要です。

● ワーク・ライフ・バランスによる仕事と生活の両立や働き方改革の推進により、
誰もが地域社会や家庭で活躍できる社会をつくる必要があります。

誰もが個性や能力を活かしながら、
自分らしく暮らし活躍できるまちになっています。

人
権
尊
重
・
男
女
共
同
参
画

人
権
尊
重
・
男
女
共
同
参
画

令和４（2022）年度令和４（2022）年度

審議会等における女性登用率人権相談開催回数

政  策

22

令和 15（2033）年度令和 15（2033）年度
16.0３ ％回 ％以上回 30.0３
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一人ひとりの人権を守る取り組みを進めます

男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを進めます

あらゆる暴力の根絶に向けて取り組みます。

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶町内での人権啓発を実施します。

▶男女共同参画に関する啓発を実施します。

▶暴力や虐待の防止や相談・支援体制につ

いて、関係機関と連携を強化します。

▶人権に関わる相談対応や支援体制につい
て、関係機関と連携し対応します。

▶男女が共に仕事と生活を両立できるよう、
ワーク・ライフ・バランスの啓発を行います。

▶役場における管理職等への女性登用や、
働き方改革を推進します。

▶教職員への研修等を通じて、人権教育を
推進します。

●どんな差別やいじめも認めることな
く、互いの人権を尊重しましょう。

●「男だから」「女だから」と決めつ
けず、一人ひとりの個性や能力を
尊重しましょう。

●暴力や虐待を許さず、周囲で虐待が
疑われたときには、相談窓口を活
用しましょう。

●人権問題について学ぶ機会に参加し、
人権への理解や意識を高めましょう。

●男女がともに家庭の役割を分担で
きるよう、職場や家庭において配
慮しましょう。

取り組み

取り組み

取り組み

１

２

３

用語解説

固定的性別役割分担意識 「男は仕事、女は家庭」など、性別を理由にして役割を固定的に分ける考え方。

仕事と生活の調和の意味。仕事や生活の時間をバランスよく配分し充実させること。ワーク・ライフ・バランス

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

●東彼杵町男女共同参画計画　●東彼杵町特定事業主行動計画関連する計画
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つながるひと　持続するまち

交流　移住　定住

行財政
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町
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 新型コロナウイルス感染症の流行後、町民同士の交流機会が減少しています。
● 持続可能な地域コミュニティに向けて、自治会等の運営効率化と負担軽減を進

める必要があります。
● 地域において主体的に活動を行う団体等に対し、様々な活動が展開できるよう

支援をしていく必要があります。

町民が地域の課題解決や地域づくりに主体的に取り組む担い手となり、
様々なつながりや取り組みが生まれる活気あるまちになっています。

町
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

地域活動に参加している町民町民の交流を目的としたイベントの年間開催回数

政  策

23

新規設定 45.4１ 50.0
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度

回以上 %%
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さあ、10 年後に向けて取り組もう！

町民同士の交流機会をつくります

地域づくりを意欲的に進めることができる環境をつくります

▶地域でのイベントを通じて地域内・世代
間 な ど の 幅 広 い 交 流 を 促 進 す る と と も
に、交流の場となるコミュニティ施設の
維持・改修を進めます。

▶講演会や研修、ワークショップなど、様々
な方法で、地域づくりに関する学習の機
会を設けます。

▶新たな地域コミュニティの立ち上げを支
援するとともに、他地域の取り組みなど
の情報提供を行います。

▶地域の盛り上げ役を発掘・育成し、地域
づくり活動の活性化につなげます。

▶町民主体の地域づくり活動に対し、補助
などの支援や連携構築に向けた支援を行
います。

●地域の行事に積極的に参加しま
しょう。

●地域のこれからやにぎわいづくり
のために、何ができるか考えてみ
ましょう。

●無理なくコミュニティの運営がで
きるよう、既存の行事や運営方法
の見直しを行いましょう。

●地域の祭やイベントを企画・開催
しましょう。

●活動するうえでの困りごとは、行
政などに相談してみましょう。

取り組み

取り組み

１

２

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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多様なつながりを持ち「楽しみ」が生まれる環境をつくります

▶地域と事業者や関係団体、商工会、行政

が「まちの観光」について話し合い、協

働で取り組む機会をつくります。

▶大学や町外の事業所、有識者等の外部の

人材との交流など、地域づくりについて

外からの視点を知る機会をつくります。

▶学校と連携したまちづくりに関する話し

合いの場を設け、子どもたちとともに交

流促進に向けた取り組みを考えます。

▶遊休施設や空き家などの地域資源を活用

した交流の場づくりを支援します。

●地域や団体で連携し、地域の資源
や文化の掘り起こしと磨き上げを
行いましょう。

●地域資源を活かした観光体験メ
ニューなど、新たな体験コンテンツ
ができないか、検討してみましょう。

●町内で意欲的に活動している人や町
外の人とたくさん交流しましょう。

取り組み

４

用語解説

コミュニティ・ビジネス 住民が主体となって、地域が抱える課題をビジネスの手法により解決する事業。

使用・活用されていない施設のこと。遊休施設

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

●東彼杵町まち・ひと・しごと創生総合戦略関連する計画

雇用や経済を生み出すコミュニティ・ビジネスを支援します

▶コミュニティ・ビジネスに特化した補助制度

の創設など、新たな支援制度を検討します。

▶コミュニティ・ビジネスに関する事例を収集

し、町内におけるノウハウを蓄積します。

●地域の資源を活かした新たな特産
品のアイデアを考えてみましょう。

取り組み

３
行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● アクセスの良い立地と豊かな自然環境、あたたかい地域コミュニティを有する
東彼杵町への移住者は増加傾向にあります。

● 移住とともに、起業や創業をしている人も多く、人口減少の抑制とともに賑わ
いが生まれています。

● 移住や住まい・地域生活に対するきめ細かな支援が必要です。

「暮らし」や「営み」への支援の充実によって移住者が増加し、
新たな交流や地域の活力が育つまちになっています。

移
住
・
定
住

移
住
・
定
住

令和４（2022）年度 令和４（2022）年度

東彼杵町に住み続けたいと思う人の割合 空き家バンク登録件数

政  策

24

令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
43.2 80％ 件％以上 件50.0 120
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移住・定住希望者を迎え入れる環境を整えます。

東彼杵町での暮らしの魅力を町内外に発信します

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶移 住・ 定 住 に 関 す る 一 連 の 支 援 や 補 助
事 業 を「 移 住 支 援 パ ッ ケ ー ジ 」 と し て
ま と め、 住 み た い・ 住 み 続 け た い ま ち
に向けた総合的支援を行います。

▶県 の 移 住 サ ポ ー ト セ ン タ ー と 連 携 し、
都 市 圏 で の 移 住 相 談 会 の 実 施 な ど、 情
報発信を進めます。

▶地域が主体となった空き家や環境の整備
や地区のル ー ル を ま と め た 暮 ら しのマ
ニュアル作成などの活動を支援します。

▶ SNS 等を活用したまちの魅力発信を進
めます。

▶移住してきた人と、地域の交流機会を設
け、相互理解を深めます。

●移住してきた人と、積極的に交流
し、地域で迎え入れましょう。

●東彼杵町の暮らしやすさや魅力を
積極的に発信しましょう。

取り組み

取り組み

１

２

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと
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情
報
発
信
・
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 行政情報は、広報紙やホームページ、公式 SNS を通して発信しています。
● まちの歴史・文化・暮らしの魅力を広め、町民のシビックプライドを醸成して

いく必要があります。
● 東彼杵町の認知度を上げ、関係人口・交流人口を増加していくために、まちの

魅力や町産品のプロモーションを進めていく必要があります。

情報発信やプロモーションによってまちの魅力が町内外に広く認知され、
多くの人が愛着と誇りを持ったまちになっています。

情
報
発
信
・
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ふるさと納税寄附件数
東彼杵町特別町民制度・オフィシャルサポーター制度

登録者数

政  策

25

16,1501,430 件人 件人 20,00010,000
令和４（2022）年度 令和４（2022）年度令和 15（2033）年度 令和 15（2033）年度
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情報を得やすい環境をつくります

まちのブランド化を進めます

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶行政や暮らしに関する情報を、広報紙や
ホームページ、公式 SNS を活用してわ
かりやすく発信します。

▶メディアの活用や民間と連携した都市部
でのイベント開催など、東彼杵町のブラ
ン デ ィ ン グ に 向 け て 戦 略 的 な プ ロ モ ー
ションを進めます。

▶転出の抑制だけでなく、転出後においても
東彼杵町の魅力を拡散してもらえるよう、
町民のシビックプライドを育む情報を発信
します。

▶公正で開かれた町政を目指し、適切な情

報公開に努めます。

▶ SNS などを活用し、町民と協働で魅力

的な情報発信に努めます。

●行政からの情報を積極的に収集し
ましょう。

●重要な情報や魅力的な情報は積極
的に拡散しましょう。

●まちの魅力や特産品などを積極的
に町外の人へ PR しましょう。

●まちへの愛着と誇りを持って生活
しましょう。

取り組み

取り組み

１

２

用語解説

シビックプライド 自分が住んでいる地域に対する誇りのこと。

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

▶東彼杵町特別町民制度やオフィシャルサ
ポーター制度、ふるさと納税などの機会
を利用して、関係人口の増加に向けて取
り組みます。
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めざせ ！

10 年後の姿 ！

東彼杵町のいま

成果指標

● 多様化する町民のニーズや町の課題に対応するため、適正な業務体制を整備す
る必要があります。

● マイナンバーカードを用いた行政手続きのオンライン化を行うなど、通信技術
を活用した利用しやすいサービス体制を構築しています。

● 町民の生活環境の充実や支援に向けて、財政の確保と適切な運用が必要です。

限られた資源や人材で効率よく業務を行い、
町民ニーズに対応できる健全な行政運営ができるまちになっています。

行
財
政
運
営

行
財
政
運
営

令和４（2022）年度

職員一人あたりの年間平均超過勤務時間実質公債比率

政  策

26

令和 15（2033）年度令和 15（2033）年度
9.5 151％以下 時間％ 時間18.0 120

令和４（2022）年度
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誰もが利用しやすく効率的な行政サービスをつくります

勤務環境を整え職員が能力を発揮できる環境をつくります

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶デジタル技術の導入を進め、行政の窓口
サービスの利便性の向上を図ります。

▶安全・安心で機能的な役場庁舎になるよ
う、今後の整備の方向性を検討します。

▶町政懇談会等の町民や地域との話し合い
の場を設け、行政運営に反映します。

▶職員はあいさつや丁寧な対応を心がけます。

▶人材確保に向けて、積極的な情報発信に努
めるとともに、専門的知識を持った人材
や職務経験者などの人材確保を進めます。

▶超過勤務の縮減や休暇を取得しやすい環
境づくり、柔軟な人事異動・人事配置を
実施します。

▶デ ジ タ ル ツ ー ル の 利 用 促 進 や デ ー タ 活
用、町内システムの整備を推進し業務の
効率化を図ります。

▶職員研修センターと連携し、セミナーや研
修などへの積極的な参加を進め、職員一人
ひとりの課題解決能力の向上に努めます。

●町政懇談会や公募委員、ワーク
ショップに参加しましょう。

●積極的にまちづくりに関わり、行
政職員とつながりを持ちましょう。

取り組み

取り組み

１

２
行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

行政が取り組むこと まちのみんなで取り組むこと

用語解説

実質公債比率 納められた税金をはじめ、自治体における１年間の収入のうち、まちづくりのために借りたお金を

返すために使った金額の割合。数字が低いほどまちの負担が少なく、18% を超えると、新たにお金

を借りる場合、県の許可が必要となる。
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健全な財政運営を推進します

広域での連携を強化します

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

さあ、10 年後に向けて取り組もう！

▶財政状況の分析を行い、中長期的な展望

に立った計画的な財政運営に努めます。

▶町域の枠組みにとらわれず、近隣市町と連携

しながら行政サービスの向上に努めます。

▶町民への理解しやすい財政状況の公表に

努めます。

▶町税やふるさと納税のほか、国や県の補
助事業を活用し、財源の確保に取り組み
ます。

●行政の財政状況や町政運営に関心
を持ち、町政運営の参画と協働に
努めましょう。

●近隣市町の住民や住民団体と交流
しましょう。

町民や地域が取り組むこと！

町民や地域が取り組むこと！

取り組み

取り組み

３

４

●東彼杵町定員管理計画　●東彼杵町特定事業主行動計画　●東彼杵町男女共同参画計画関連する計画
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